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七
月
二
日
（
火
）
か
ら
三
日
（
水
）
の
二
日
間
、関
東
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
が
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
、
交

流
研
修
会
は
新
潟
市
「
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術
文
化

会
館
」
に
お
い
て
、
約
一
，
五
〇
〇
名
の
女
性
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

二
日
（
火
）、
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト　

山

本
真
希
さ
ん
に
よ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
交
流
研
修
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。
末
武
県
女

性
連
会
長
、
柏
木
関

ブ
ロ
女
性
連
協
議
会

長
か
ら
開
会
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
廣
瀬
関

ブ
ロ
女
性
連
協
議
会

副
会
長
が
リ
ー
ド
役

を
務
め
、
商
工
会
女

性
部
の
歌
の
斉
唱
、

誓
い
の
言
葉
の
唱
和

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
早
川
県
連

会
長
か
ら
歓
迎
挨

拶
、
花
角
県
知
事
、

山
口
関
東
経
済
産
業

局
産
業
部
長
、
岩
村
県
議
会
議
長
、
高
橋
新
潟
市
副
市
長
か
ら
来

賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
尾
身
県
議
会
議
員
、
橋
本
県
産
業
労
働
部

長
の
来
賓
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主

張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各

都
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

代
表
十
一
名
が
出
場
し
、
新
潟

県
か
ら
は
、
吉
川
商
工
会
女
性

部
の
吉
田
加
代
さ
ん
が
出
場
し

ま
し
た
。
発
表
は
皆
素
晴
ら
し

く
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
に
続
い
て
、
全
国
連
顧
問
で
参
議
院
議
員
の
宮

本
し
ゅ
う
じ
氏
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
小
規
模
事
業
者
振
興
～
国

の
施
策
と
経
営
者
と
し
て

の
経
験
を
踏
ま
え
て
～
」

と
題
し
、
基
調
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
審
査
委
員
長

の
小
久
保
新
潟
大
学
副
学

長
か
ら
主
張
発
表
大
会
の

講
評
及
び
結
果
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

　
山
梨
県
　
南
都
留
中
部
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
正
子
　
さ
ん

　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」
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優
秀
賞

　
神
奈
川
県
　
大
磯
町
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
み
ど
り
　
さ
ん

　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　
　 

～
大
磯
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
も
の
が
た
り
～

優
良
賞

　
東
京
都
　
日
野
市
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
岸
　
信
子
　
さ
ん

　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
～
新
選
組
の
ふ
る
里
　
日
野
市
の
女
性
部
活
動
～

末武県女性連会長

基調講演　宮本しゅうじ氏

吉田加代さん（吉川）
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表
彰
式
で
は
、
受

賞
者
へ
柏
木
関
ブ
ロ

女
性
連
協
議
会
長
か

ら
賞
状
が
、
発
表
者

全
員
へ
末
武
県
女
性

連
会
長
か
ら
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
河
内
さ
ん

は
、
十
月
に
島
根
県

で
開
催
さ
れ
る
女
性

部
全
国
大
会
に
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
神
﨑
関
ブ
ロ

女
性
連
協
議
会
副
会
長
か

ら
閉
会
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

交
流
研
修
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
交
流
研
修
会
中
、

同
会
場
に
て
物
産
展
が
行

わ
れ
、
県
内
女
性
部
・
女
性

部
員
十
二
組
が
出
展
し
、
特

産
品
等
を
販
売
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
お
買
い
求

め
い
た
だ
き
、
地
域
や
事
業

所
、
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
研
修
会
終
了
後
、
新
潟
市
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
新
潟
」
に
会
場
を
移
し
、
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

末
武
県
女
性
連
会
長
か
ら
開
会
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
高
井

新
潟
県
副
知
事
、
尾
身
県
議
会
議
員
、
長
井
新
潟
市
経
済
部
長
、

花
角
県
知
事
夫
人
の
来
賓
紹
介
を
行
い
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
高

井
新
潟
県
副
知
事
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

尾
身
県
議
会
議
員
か
ら
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、
情
報
交
換

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
ご
発
声
の
後
、
新
潟
県
女
性
連
よ
り
歓
迎
の
意
を
込
め

て
、
あ
で
や
か
な
着
物
を
ま
と
っ
た
二
〇
〇
年
の
伝
統
を
誇
る
古

町
芸
妓
の
方
々
か
ら
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
各
都
県
連
代
表
に
よ
る
情
報
発
信
及
び
出
し
物
披
露
に
移
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
来
年
度
開
催
県
で
あ
る
長
野
県
か
ら
、
来
年

度
に
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
の
皆
様

全
体
で
、「
佐
渡
お
け
さ
」
を
踊
り
、
会
場
内
で
は
、
お
そ
ろ
い

の
は
っ
ぴ
を
着
た
、
佐
渡
の
女
性
部
員
の
皆
様
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
相
川
町
商
工
会
女
性
部
の
皆
様
か
ら
「
佐
渡
お
け
さ
」
を

ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、圓
山
県
女
性
連
副
会
長
か
ら
閉
会
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

盛
況
の
う
ち
に
情
報
交
換
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
交
換
会
中
、
県
青
連
役
員
の
方
々
に
ホ
ス
ト
役
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
会
を
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
終
了
後
、
県
女
性
連
役
員
他
、
県
内
部
長
ス
タ
ッ

フ
が
県
外
参
加
者
を
お
見
送
り
し
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」、「
楽

し
か
っ
た
」、「
お
疲
れ
様
」
や
、「
ま
た
来
年
ね
！
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
、
県
外
参
加
者
の
皆
様
は
、
笑
顔
で
会
場
を
後
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
参
加
者
の
笑
顔
が
満
ち
溢
れ
た
一
日
目
は
、
大
成
功

で
終
了
し
ま
し
た
。

最優秀賞　河内正子さん（山梨県）

物　産　展

会場全体で佐渡おけさ
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二
日
目
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
次
の
三
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
県
外
参
加
者
の
方
々
に
新
潟
県
を
満
喫
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
Ｃ
コ
ー
ス
の
み
一
泊
二
日
）

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
変
暑
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
学
場
所

等
の
近
隣
の
女
性
部
の
方
々
か
ら
、
お
出
迎
え
・
お
見
送
り
、
ご
案

内
等
の
お
も
て
な
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
コ
ー
ス
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
無
事
に
終
了
し
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修

会
の
全
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
お
隣
、
長
野
県
で
の
開
催
で
す
！
ぜ
ひ
と
も
、
多
く
の

部
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
コ
ー
ス

　
〈
豪
農
の
館
・
伊
藤
邸
と
阿
賀
野
市
物
産
コ
ー
ス
〉

　
　
　
・
北
方
文
化
博
物
館
・
伊
藤
邸
（
見
学
）

　
　
　
・
コ
ト
ヨ
醤
油
醸
造
元
（
見
学
・
お
買
物
）

　
　
　
・
う
ら
ら
の
森
（
昼
食
・
物
産
見
学
）

　
　
　
・
旦
飯
野
神
社
（
参
拝
）

　
　
　
・
村
秀
鬼
瓦
工
房
（
工
場
見
学
）

　
　
　
・
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
お
買
物
）

Ｂ
コ
ー
ス

　
〈
越
後
一
宮
彌
彦
神
社
・
寺
泊
コ
ー
ス
〉

　
　
　
・
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
（
見
学
・
お
買
物
）

　
　
　
・
越
後
一
宮 

彌
彦
神
社
（
参
拝
）

　
　
　
・
寺
泊 

ア
メ
ヤ
横
丁
（
昼
食
・
お
買
物
）

Ｃ
コ
ー
ス
（
一
泊
二
日
）

　
〈
黄
金
の
島
・
佐
渡
コ
ー
ス
〉

　
　
　
・
ト
キ
の
森
公
園
（
見
学
）

　
　
　
・
長
浜
荘
（
昼
食
）

　
　
　
・
尾
畑
酒
造
（
見
学
・
お
買
物
）

　
　
　
・
め
お
と
岩
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
（
見
学
）

　
　
　
・
尖
閣
湾
揚
島
（
見
学
）

　
　
　
・
北
沢
浮
遊
選
鉱
場
（
見
学
）

　
　
　
・
ホ
テ
ル
大
佐
渡
（
宿
泊
）

　
　
　
・
佐
渡
金
山
（
見
学
）

塩
沢
商
工
会
女
性
部

　
部
長
　
髙
　
橋
　
ゆ
か
り

板
倉
商
工
会
女
性
部

　
部
長
　
徳
　
永
　
妙
　
子

　

部
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
各
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
て
、
七
月
初
旬
に
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
」
が
新
潟
県
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
年
ぶ
り
に
幹
事
県
と
な
り
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
外
部
協
力
者

と
の
打
ち
合
わ
せ
、
会
場
の
選
定
な
ど
過
去
の
デ
ー
タ
ー
も
参
考
に
し
、
一
つ
一
つ
決
め
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
前
日
の
準
備
で
は
、
理
事
の
皆
様
と
県
連
職
員
が
一
丸

と
な
り
作
業
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
良
く
、
県
内
外
よ
り
非
常
に
多
く
の
参
加
者
と

な
り
、
研
修
会
場
は
カ
ラ
フ
ル
な
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
と
て
も
華
や
か
で
し
た
。

お
昼
ご
飯
時
は
、「
お
弁
当
美
味
し
い
ね
」
の
声
を
耳
に
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
素
晴
ら

し
い
余
興
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
方
の

ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

七
月
二
日
・
三
日
、
地
元
新
潟
を
会
場
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
県
内
外
合
わ
せ
一
四
〇
六
人
と
い
う
大
勢
の
部
員
よ
り
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
の
ホ
ー
ル
か
ら
聴
こ
え
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
と
、
オ
レ
ン
ジ
色
で

統
一
し
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
た
県
内
の
部
長
一
〇
三
名
で
御
出
迎
え
を
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
で
は
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
山
梨
県
代
表
の
河
内
正
子
さ
ん
で
し
た
。

外
国
語
を
覚
え
て
外
国
か
ら
の
観
光
客
に
手
作
り
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
の
案
内
で
、

お
も
て
な
し
を
し
て
観
光
客
に
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
発
表
で
し
た
。
わ
た

し
も
一
度
案
内
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
新
潟
県
代
表
の
吉
川
商
工
会
の
吉
田
さ
ん
は
、

地
元
の
特
産
品
を
使
っ
た
白
い
ど
ら
や
き
の
販
売
に
至
る
ま
で
を
堂
々
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
他
の
発
表
者
も
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
の
発
表
で
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
県
青
連
の
応
援
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

各
県
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り
沢
山
で
、
皆
さ
ん
も
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
潟
県
の
佐
渡
お
け
さ
は
楽
し
く
会
場
全
員
で
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
見
送
り
で
は
、「
新
潟
よ
か
っ
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
大
勢
い
ら
し
て
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
元
女
性
部
の
方
の
協
力
で
お
も
て
な
し
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
間
に
渡
り
県
内
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
一
致
団
結
し
無
事
に

終
わ
る
こ
と
が
出
来
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
お
隣
の
長
野
県
で
す
。
皆
さ
ん
で
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
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【県女性連正副会長】
末　武　榮　子
圓　山　英　子
橋　本　美　子
徳　永　妙　子
髙　橋　ゆかり
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　ＦＡＸ 0 2 5 － 2 8 5 － 1 2 5 2
　 http://www.shinsyoren.or.jp/
　 　　　women/women.html

　ご清覧いただきましてありがとうございました。

　本誌の発行に際しまして、ご多忙の時期に関わらず、ご寄稿等ご協力

いただきました皆様方には深く感謝申し上げます。

　また、７月に開催されました、関東ブロック商工会女性部交流研修会

では、多くの方々にご協力いただき、無事終了することができました。

重ねて御礼申し上げます。

　「しなの川」も本号で74号となりました。編集に携わりながら、女

性ならではの魅力あふれる活動の数々を改めて感じることができました。

　今後も充実した誌面内容になるよう各女性部の皆様のご協力をいただ

きながら、がんばってまいりますので、掲載希望等がございましたら、

事務局までお申しつけください。今後ともよろしくお願いいたします。

　県女性連では、今年度も部員増強運動及び商工会カード加入促進運動を重点事業としています。成績優秀な

女性部に対して、次年度の県女性連通常総会において表彰を行います。さらに、全国的に優秀な女性部に対し

ては、女性部全国大会での表彰もあります。皆様の積極的な取組みをお願いいたします！！

部員増強運動＆商工会カード加入促進運動について

商工会カードのおトク情報

女 部 に い い こ と性

「商工会カード」を持つだけ、利用するだけで・・・
　①カード発行１件につき取りまとめ手数料500円が女性部に入る！
　②利用金額の０．５％が手数料として女性部に入る！
「部員証」を無料で作成できる！

①年会費が永年無料です！

②全国の「商工会カードサービス加盟店」でさまざまな特典があります！

　詳しくは全国連ＨＰにて ⇒ http://www.shokokai.or.jp/?page_id=140

③女性部員が商工会員や青年部員のカードを紹介した場合にも、発行１件につき500円が女性部に入ります！

　全女性連事業である「おもてなし交流事業」は、県内外の女性

部員同士が交流することにより、絆を深め、女性部及び地域の活

性化を図ることを目的とし、女性部員だからこそ知っている地域

の魅力がたくさん詰まったプランを募集しています。

　応募のあったおもてなしプランは、女性部の視察研修や親睦旅

行などにも利用できます。詳しくは全女性連のＨＰにてご確認く

ださい。

　　　　　http://women.shokokai.or.jp/introduction/omotenashi-3/
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その他にもいいことが…

地域の魅力
“いいとこ”“いいもの”発信！

編集委員


